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広がる！
農業のミライ

～米子のネギとコメ～

multilingual translation >
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Rice

広がる！
農業のミライ
～米子のネギとコメ～

齢化による離農や担い手不足、海外からの安価な農産
物の輸入など、日本の農業はさまざまな課題に直面し

ています。しかし一方で、農作物は私たちの生活に欠かせな
いものであり、地産地消の推進や消費者の健康志向の高まり
から、国産の農作物の需要は拡大しています。

高

特 集

子市の農業は、おおまかに、弓浜半島に代表される
畑作地帯と南部・淀江地区などの稲作地帯とに分か

れ、農家の皆さんが努力を続けながら農作物を生産していま
す。そして、さまざまな課題がある中で、考え、工夫し、時
にはお互いに協力し合いながら、新しい時代に合わせた農業
を探求しています。

米

今 回は、広がり続ける「農業のミライ」にスポットを当て、
米子市で特に生産量の多いネギとコメの農家の中か

ら、新しい農業に取り組む生産者の皆さんを紹介します。
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Green Onion

>>The Future of Agriculture in Yonago
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割に合わないことを見直し、労働生産性を高める

巌
いわお

生産組合（蚊屋）
代表取締役　大

おおもり

森 洋
ようすけ

介さん（写真中央）

　

巌
い
わ
お

生
産
組
合
は
、
主
に
箕
蚊
屋

の
巌
地
区
で
米
を
中
心
に
、
大
豆

や
白
ネ
ギ
を
生
産
し
て
お
り
、
農

地
の
面
積
を
増
や
し
、
大
型
の
機

械
や
農
地
管
理
の
ア
プ
リ
を
導
入

す
る
な
ど
労
働
生
産
性
を
高
め
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
代

表
取
締
役
の
大
森
洋
介
さ
ん
は

「
農
家
は
朝
か
ら
晩
ま
で
毎
日
働

き
、
休
み
が
な
く
給
料
が
割
に
合

わ
な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
自
分
た
ち
の

農
業
は
そ
の
真
逆
で
す
」と
、
こ

こ
10
年
で
や
っ
と
実
っ
た
と
い
う

成
果
に
つ
い
て
語
り
ま
す
。

　
「
自
分
が
農
業
を
始
め
た
こ
ろ

は
給
料
が
少
な
く
、
バ
イ
ト
を
か

け
持
ち
す
る
な
ど
大
変
だ
っ
た
」

と
振
り
返
る
大
森
さ
ん
。
生
産
性

を
高
め
る
た
め
、
割
に
合
わ
な
い

作
業
や
品
目
を
減
ら
し
、
面
積
を

増
や
し
て
き
ま
し
た
。
今
で
は
５

人
の
従
業
員
を
雇
い
、
高
水
準
の

給
与
や
勤
務
の
定
時
化
な
ど
を
実

現
し
、人
手
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　

周
辺
の
離
農
す
る
人
た
ち
か
ら

託
さ
れ
る
農
地
も
年
々
増
え
、
機

械
化
を
進
め
る
中
で
、
同
じ
地
域

で
農
業
を
営
む
柳
谷
フ
ァ
ー
ム
の

存
在
は
大
き
い
と
言
い
ま
す
。

　
「
柳
谷
さ
ん
が
大
型
の
機
械
を

先
に
導
入
し
て
く
れ
る
の
で
、
自

分
た
ち
も
取
り
入
れ
や
す
い
。
昔

な
が
ら
の
農
業
と
は
変
わ
っ
て
き

て
い
る
こ
と
を
、
地
域
の
人
た
ち

に
も
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
」

地球にやさしい循環型の農業を地域で育む

柳谷ファーム（下新印）
取締役社長　柳

やなぎたに

谷 雄
ゆうだい

大さん（写真左）

　

柳
谷
フ
ァ
ー
ム
は
、
箕
蚊
屋
の

春
日
地
区
で
、
主
に
米
の
生
産
と

和
牛
の
畜
産
を
し
て
い
ま
す
。
米

の
生
産
は
広
い
面
積
を
効
率
的
に

作
業
す
る
た
め
、
農
地
を
整
備
し

大
型
の
機
械
を
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、「
農
業
の
基
本
は
土

づ
く
り
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、

育
て
て
い
る
牛
の
ふ
ん
な
ど
で

作
っ
た
堆
肥
を
田
ん
ぼ
の
肥
料
に

し
、
米
を
作
り
、
収
穫
後
の
わ
ら

を
集
め
て
牛
の
飼
料
に
す
る
な
ど

循
環
型
農
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

農
業
の
魅
力
に
つ
い
て
、
取
締

役
社
長
の
柳
谷
雄
大
さ
ん
は「
正

解
が
な
い
中
、毎
回
工
夫
を
続
け
、

自
分
の
理
想
に
近
づ
け
た
と
き
に

や
り
が
い
を
感
じ
る
」と
言
い
ま

す
。
そ
し
て
、
従
業
員
に
も
「
ど

ん
ど
ん
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て

ほ
し
い
」と
促
し
ま
す
。

　

同
じ
箕
蚊
屋
で
農
業
を
営
む
巌

生
産
組
合
の
大
森
さ
ん
と
は
、
お

互
い
で
き
な
い
作
業
を
補
い
合
っ

た
り
、
自
己
満
足
で
終
わ
ら
せ
な

い
た
め
失
敗
し
た
こ
と
も
共
有
し

合
う
と
言
い
、「
良
い
ラ
イ
バ
ル

で
あ
り
、
良
い
友
」と
称
え
ま
す
。

　

ま
た
、
新
し
い
技
術
を
使
っ
た

農
業
に
移
行
す
る
中
で
、「
農
業

は
地
域
の
人
た
ち
と
持
ち
つ
持
た

れ
つ
。
周
り
で
昔
か
ら
農
業
を
し

て
い
る
先
輩
た
ち
の
言
葉
に
も
耳

を
傾
け
な
が
ら
取
り
組
み
た
い
」

と
、
温
故
知
新
の
地
域
に
根
差
し

た
農
業
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

広
い
農
地
を
少
人
数
で
作

業
し
て
い
る

和
牛
の
ふ
ん
を
堆
肥
化
し

て
農
業
に
使
用
す
る

Case 1

Case 2
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自分のペースに合わせた農業で家庭と両立

いわた農園（河岡）
代表　岩

い わ た

田 恵
え み

美さん（写真右）

　

岩
田
さ
ん
は
就
農
し
て
今
年
で

９
年
目
。
農
業
を
す
る
前
は
工

場
に
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、
農

家
だ
っ
た
祖
父
母
の
農
作
業
を
手

伝
っ
た
幼
い
日
の
楽
し
い
思
い
出

や
、
自
然
の
中
で
働
き
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
転
職
し
、
現
在
は
白

ネ
ギ
や
米
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　

岩
田
さ
ん
は
子
育
て
と
家
事
を

し
な
が
ら
農
業
を
し
て
い
る
た

め
、
作
業
は
基
本
的
に
午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で
、
土
日
祝
は

休
み
で
す
。
４
年
前
か
ら
は
雇
用

を
始
め
、
同
じ
く
子
育
て
を
し
て

い
る
女
性
と
一
緒
に
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。

　

ま
だ
人
数
の
少
な
い
女
性
の
就

農
は
、
苦
労
も
あ
る
一
方
、
十
分

な
利
点
も
あ
る
と
岩
田
さ
ん
。「
重

い
機
械
も
使
い
ま
す
が
、
規
模
を

調
整
し
な
が
ら
無
理
の
な
い
範
囲

で
農
業
を
し
て
い
る
の
で
、
家
族

第
一
の
ペ
ー
ス
で
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
」。
ま
た
、
そ
の
働
き
方
に

つ
い
て
「
体
力
に
自
信
が
あ
っ
て

外
が
好
き
な
人
な
ら
、
農
業
は
自

由
で
楽
し
い
」
と
話
し
ま
す
。
収

入
に
関
し
て
も
、「
同
じ
勤
務
時

間
の
他
の
仕
事
と
同
じ
ぐ
ら
い
稼

げ
て
い
る
の
で
、
仕
事
の
選
択
肢

の
中
に
十
分
入
る
」と
の
こ
と
。

　

地
域
の
人
た
ち
か
ら
託
さ
れ
る

農
地
の
面
積
も
増
え
つ
つ
あ
る
中

で
、「
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
の

雇
用
を
促
進
し
た
い
」と
、
笑
み

が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

機械化した分、人にしかできない作業を手厚く

みのりのファーム（淀江町稲吉）
代表取締役社長　野

の つ

津 好
よ し み

美さん（写真左）

　

み
の
り
の
フ
ァ
ー
ム
で
は
、
主

に
野
津
さ
ん
の
家
族
３
人
で
、米
、

豆
、梨
な
ど
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
人
数
で
広
い
面
積
の
作

業
を
す
る
た
め
に
、
自
動
草
刈
り

機
や
自
動
操
舵
の
ト
ラ
ク
タ
ー
を

導
入
。
機
械
が
で
き
る
作
業
は
機

械
に
任
せ
る
分
、
品
質
の
向
上
や

細
や
か
な
作
業
な
ど
の
人
に
し
か

で
き
な
い
こ
と
に
時
間
を
割
け
る

よ
う
に
な
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
２
㌶
の
梨
園
の
草

刈
り
は
、
人
が
草
刈
り
機
を
使
っ

て
作
業
す
る
と
毎
月
延
べ
２
日
ほ

ど
か
か
っ
て
い
た
そ
う
。こ
れ
を
、

３
台
の
自
動
草
刈
り
機
を
導
入
す

る
こ
と
で
省
力
化
。
仕
上
が
り
も

良
く
、「
ゴ
ル
フ
場
の
フ
ェ
ア
ウ
ェ

イ
み
た
い
に
と
て
も
綺
麗
に
刈
れ

る
ん
で
す
」と
、
野
津
さ
ん
。

　

加
え
て
、
点
在
す
る
農
地
を
集

約
し
作
業
を
効
率
化
す
る
た
め
、

３
年
ほ
ど
前
か
ら
淀
江
地
区
の
農

家
同
士
の
会
議
を
開
催
。
そ
れ
ま

で
農
家
同
士
が
集
ま
る
機
会
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、話
し
合
い
、

田
ん
ぼ
の
入
れ
替
え
を
す
る
な
ど

集
約
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

農
業
の
魅
力
は
そ
の「
自
由
さ
」

だ
と
野
津
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　
「
新
し
い
機
械
を
導
入
す
る
こ

と
で
、新
し
い
可
能
性
も
広
が
る
。

自
由
な
発
想
で
無
駄
を
省
き
、
知

恵
を
絞
り
、
が
ん
ば
っ
た
分
だ
け

し
っ
か
り
跳
ね
返
っ
て
く
る
の
は

楽
し
い
で
す
」

＞＞The Future of Agriculture in Yonago

家
庭
優
先
の
無
理
の
な
い

規
模
で
続
け
て
い
る

今
年
は
自
動
操
舵
の
ト
ラ

ク
タ
ー
な
ど
を
導
入
し
た

Case 3

Case 4
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O
オ ー ミ ー テ ィ ン グ

－Meeting（大篠津）
会長 村

む ら た

田 彰
あきら

さん（写真前列左から 2人目）

　

О
―
М
ｅ
ｅ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
（
オ
ー

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）は
、
白
ネ
ギ
の

栽
培
が
盛
ん
な
弓
浜
地
域
で
、
新

規
就
農
者
を
支
援
し
な
が
ら
栽
培

技
術
の
向
上
を
め
ざ
す
若
手
生
産

者
を
中
心
と
し
た
集
ま
り
で
す
。

結
成
さ
れ
て
今
年
で
５
年
目
に
な

り
ま
す
。

　

集
ま
り
の
主
な
活
動
は
、
新
規

就
農
者
の
白
ネ
ギ
畑
に
集
ま
り
、

そ
の
栽
培
に
つ
い
て
メ
ン
バ
ー
が

意
見
を
出
し
合
う
と
い
う
も
の
。

結
成
当
時
に
新
規
就
農
者
だ
っ
た

大
谷
さ
ん
は
、「
弓
浜
地
域
は
１

年
を
通
し
て
白
ネ
ギ
を
出
荷
で
き

る
数
少
な
い
産
地
で
す
が
、
周
年

栽
培
は
生
育
に
合
わ
せ
た
管
理
が

難
し
く
、
先
輩
た
ち
か
ら
教
え
て

も
ら
え
る
場
が
あ
る
の
は
す
ご
く

あ
り
が
た
い
」と
話
し
ま
す
。
ま

た
、
高
み
を
め
ざ
す
仲
間
た
ち
と

触
れ
合
え
る
こ
と
に「
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
上
げ
て
も
ら
え
る
」と
、

良
さ
を
語
り
ま
す
。

　

会
長
の
村
田
さ
ん
は
、「
結
成

当
時
の
新
規
就
農
者
が
、
今
で
は

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
新
規
就
農

者
を
教
え
て
い
る
。
こ
う
し
て
新

し
い
人
た
ち
が
育
っ
て
、
生
産
者

が
増
え
、
全
体
の
レ
ベ
ル
が
上
が

り
、
良
い
産
地
に
な
る
」と
、
集

ま
り
の
意
義
に
つ
い
て
話
し
ま

す
。
仲
間
た
ち
と
切
磋
琢
磨
し
な

が
ら
、
篤と

く
の
う
か

農
家
と
言
わ
れ
る
優
れ

た
生
産
者
を
め
ざ
し
て
、
歩
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

仲間と日本一のネギの生産地をめざしてCase 5

新
規
就
農
者
の
白
ネ
ギ
畑

で
意
見
を
出
し
合
う

来
き ま ち

海 大
だ い き

樹さん

前職は車のディーラーで、16年間営業をしていま
したが、家庭菜園が好きな妻といつかは農業をし
たいと思っており、どうせやるなら若いうちに始
めようと一念発起して転職しました。研修では親
方がしっかりと指導してくださり、作業のやり方
や、それを行う理由も教えてもらい、判断力を鍛
えています。体力は必要ですが、精神的なストレ
スはありません。これからも農業を楽しみながら、
地域に認められる農家をめざします。

上
うえすぎ

杉 秀
しゅうへい

平さん

前職は製造業で会社員として働いていました。昔
から農業に興味はありましたが、もっと楽しい働
き方はないかと考えていたとき、周りが立て続け
に農業を始めたことで自分も転職しました。土づ
くりや畑づくりは時間がかかりますが、自然災害
などの困難を乗り越え、良いネギが収穫できたと
きの喜びは想像以上でした。もっと早く始めれば
よかったと思うほどです。「儲

もう

かって楽しそう」と
周りに思ってもらえるような農家になりたいです。

OーMeeting に参加する、新規就農の研修中のお二人に話を聞きました。

新規就農のための技術研修生の声

新たに農業を
始めたい方を
応援します！
お気軽にご相談ください

「農業を始めたいが、どんな作
物がいいだろうか？」、「機械
を買ったり、お金がかかると
思うと、不安で…」。
そんなときは、農林課にご相
談ください！就農までのス
テップや農業を始めるにあ
たってのアドバイスをします。
関係機関と一丸となって支援
しますので、ぜひお気軽にお
立ち寄りください。
問農林課（☎ 23－5223）

Welcome! 
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とろ～っと、甘い！米子特産の白ネギ

　伯州美人は、古くから鳥取県西部地区で栽培され
ていた白ネギの在来種です。現在一般的に栽培され
ている品種に比べ、太くて柔らかく、甘みが強いの
が特長です。一方で、葉が柔らかくて長く、風や雪
に弱いため栽培が難しく、生産者はわずかにまで減
少していました。
　しかし近年、そのおいしさを消費者に味わっても
らいたいという思いから、生産者が奮起し、少しず
つ栽培が増えています。現在栽培されているのは在
来種の「改良伯州 5号」という鳥取県唯一のオリジナ
ル品種で、伯州美人はそのブランド名です。
　現在は主に関西へ出荷されていますが、地元でも
もっと知ってほしいと、今年は学校給食や地ビール
フェスタで伯州美人を広める取り組みを実施します。

伯州美人
は く し ゅ う び じ ん

伯州美人生産者

木
き む ら

村 直
な お と

人さん

生産者の声
伯州美人の栽培は、台風や雪な
どの天候に左右されるため手間
暇がかかります。ですが、火を
通すと柔らかくて甘く、おいし
いので、地元の皆さんにもぜひ
味わってもらいたいと思います。

学校給食で味わう！ 地ビールフェスタで味わう！

　11月29日の「いい肉の日」に学校給食で提供され
る「とっとりギュウっとすき焼き」に使用する白ネギ
に、一部の学校で伯州美人を使用します。
　この献立は白ネギをたっぷりと使用し、火を通す
と、とろっとして甘くなる伯州美人の特長を存分に
生かした一品です。
　収穫量が少ないため、残念ながら学校を限定して
実施しますが、子どもたちに米子特産のおいしい白
ネギを味わってもらえるよう取り組みます。
問学校給食課（☎ 33－4752）

　11月25日の地ビールフェスタで、伯州美人を使っ
た料理が味わえるブースが出店されます。
　おいしい地ビールと共に、さまざまな料理で伯州
美人を楽しめる機会です。ぜひお出かけいただき、
伯州美人をご堪能ください！
地ビールフェスタ in 米子
▶と き　11月25日（金）午後３時～９時
▶ところ　ひまわり駐車場（角盤町）
くわしくは、「地ビールフェスタ in 米子」
ホームページでご確認ください。

＞＞The Future of Agriculture in Yonago



８

米子駅南北自由通路の通称名「がいなロード」に

地域から親しまれる場所へ

　現在、令和 5年 8月ごろの供用開始に向けて、がいなロードと
駅南広場の工事が着々と進んでおり、市ホームページでは定期的
に工事の進ちょく情報を更新しています。
　今後もますます変化していく様子にご注目ください！
問都市整備課（☎ 23－5205 23－5394）

市ホームページで
情報発信中！

工事の進ちょく状況発信中！「がいなロード通信」

　米子市では、米子駅の南北地区を連絡することで交通結節点と
しての機能を強化し、都市交通の円滑化や駅南地区の利便性の向
上を図るため、米子駅南北自由通路等整備事業を行っています。
　このたび、新しく誕生する南北自由通路が、駅を利用される方
や地域の皆さんに親しんで利用してもらえるよう通称名を募集し
たところ、北海道から沖縄まで全国各地から457件の応募があり
ました。
　選定の結果、通称名は「がいなロード」に決定しました。地元で
慣れ親しまれている「がいな」という力強いフレーズに米子市の発
展への願いが込められており、「米子駅」というランドマークに位
置する通路として良い名称であるという点で選ばれました。
　また、命名理由にあわせて、整備後の米子のにぎわいに期待す
る声も多く寄せられました。たくさんのご応募ありがとうござい
ました。
　令和５年８月、「第50回米子がいな祭」が開催される節目に、「が
いなロード」が開通します。
問都市創造課（☎ 23－5353 23－5392）

通称名公募
最優秀賞者

米子市　長
は せ べ

谷部 信
の ぶ こ

子さん
大山町　田

た な か

中 宣
のぶゆき

幸さん
大山町　赤

あかがわ

川 陽
は る と

翔さん
安来市　出

で き じ ま

来島 知
と も き

希さん

たくさんのご応募
ありがとうございました！
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スマート窓口でできる手続きが増えました！
市役所の手続きをワンストップで！

　出生、死亡、引越しなど、ライフイベントに伴う手続きを一括して受け付ける「スマート窓口（市役所本
庁舎１階）」では、住民の皆さんの利便性向上のため、10月から利用できる手続きを拡大しました。

おくやみコーナー設置
死亡時のご遺族の行政手続に係る負担を軽減す
るため、「おくやみコーナー」を設置しました。
利用の予約をすると、必要な書類への記載が簡
略化できます。また、他の窓口へ移動すること
なく、さまざまな手続きができます。
■予約方法
　３営業日前までにWebまたは電話で予約
▶Web申込み
（とっとり電子申請サービス）
▶予約電話　0859-21-7462

■利用時間（平日のみ）
午前９時～正午、午後１時～４時

※予約がなければ各窓口での手続きとなります。

拡大した手続き
これまで子育て世帯に限られていた手続きに加
え、次の手続きができるようになりました。
▶国民健康保険・後期高齢者医療の手続き
▶介護保険の手続き
▶障がい者福祉の手続き
▶飼い犬の管理等の手続き

問市民二課スマート窓口担当
【スマート窓口全般のこと】（☎ 21－5854）　【おくやみコーナーのこと】（☎ 21－7462）

よなご公共交通ふれあいフェスタ
のって、わかって、またのって

　米子市では初めてとなる公共交通事業者と一体となった
フェスタを開催します。スタンプラリーや各種乗車体験、
キッチンカーなど、子どもから大人まで「乗り物」を楽しめ
るイベントです。
■と き　11月20日（日）午前９時30分～午後３時30分
■ところ
米子コンベンションセンター
多目的ホール（メイン会場）と周辺エリア

■主なイベント
山陰鉄道120周年スタンプラリー抽選会、バス・タクシー
車両展示、バスシミュレーター、ヘッドマーク展示、こど
も制服コーナー、公共交通物品販売（限定品あり）、ミニ
サンライズ号・グリーンスローモビリティ乗車体験など

問交通政策課（☎ 23－5271 23－5392）
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児童虐待は社会全体でかかわり

解決していくべき問題です
子どもの権利が守られる体罰などのない社会を実現するためには、一人ひとりが意識を変えて、

子育て中の保護者に対する支援も含めて社会全体で取り組む必要があります。

児童虐待とは

身体的虐待
殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、
激しく揺さぶる、やけどを負わ
せる、溺れさせる など

ネグレクト
家に閉じ込める、食事を与えな
い、車の中に放置する、病気で
も病院に連れていかない など

性的虐待
子どもへの性的行為、性的行為
を見せる、ポルノグラフィティ
の被写体にする など

心理的虐待
言葉による脅し、無視、きょう
だい間での差別、子どもの目の
前で家族に暴力を振るう など

子どもとの関わり方の工夫
①子どもの気持ちや考えに耳を傾けましょう
②「言うことを聞かない」にも色々あります
③子どもの成長・発達によっても異なることがあります
④子どもの状況に応じて、身の周りの環境を整えてみま
しょう

⑤注意の方向を変えたり、子どものやる気に働きかけて
みましょう

⑥肯定文でわかりやすく、時には一緒に、お手本に
⑦良いこと、できていることを具体的に褒めましょう
⑧保護者自身の工夫のポイント
▶子育てをしているとストレスが溜まることもありま
す。否定的な感情が生じたときは、まずそういう気
持ちに気づき、認めることが大切です。

▶自分の時間や心に余裕がないときは、深呼吸して気
持ちを落ち着けたり、ゆっくり５秒数えたり、窓を
開けて風にあたって気分転換しましょう。

▶周囲の力を借りると解決することもあります。勇気
を持って SOS を出すことで、まだ気づいていない
支援やサービスに出会えたりします。

こんなサインを見落としていませんか？
■子どものサイン
▶いつも子どもの泣き叫ぶ声や保護者の怒鳴り声がする
▶不自然な傷や打撲の痕がある
▶衣類や身体がいつも汚れている
▶表情が乏しい、活気がない
▶夜遅くまで一人で遊んでいる

■保護者のサイン
▶地域などと交流が少なく孤立している
▶小さい子どもを家に置いたまま外出している
▶子どもの養育に関して拒否的、無関心である
▶子どものケガについて不自然な説明をする

児童虐待かもと思ったら すぐにお電話ください

通話料無料

【相談・連絡先】こども相談課 家庭児童相談室（☎ 23－5176）米子児童相談所（☎ 33－1471）

あなたの電話で救われる子どもがいます

11月は児童虐待防止推進月間です
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人権（ヒューマンライツ）について考えます

ヒューマンライツ
～みんながしあわせな社会をめざして～

問 人権政策課（☎ 23－5415 37－3184）

みんなでヤングケアラーを
支える社会をめざして

　「ヤングケアラー」とは、本来大人が担うと
想定されるような家事や家族の世話などを日
常的に行っている子どものことです。
　子どもが家事や家族の世話をすることは、
普通のことだと思われるかもしれません。で
も、ヤングケアラーは、重い責任や負担を負
うことで、勉強や部活の時間、友人との時間
など、子どもの成長に大切な時間が十分に持
てないことがあります。遅刻や早退、勉強に
ついていけないなど学校生活に影響が出たり、
心や身体に不調を感じたりするヤングケア
ラーも少なくありません。それでも、周りの
人に自分や家のことを話すのは勇気がいりま
すし、誰かに相談する、助けを求めるという
考えが思い浮かばない子どももいるでしょう。
　身近な人が話を聞いて、相談窓口などにつ
なげられれば、子どもや家族がサポートを受
けられる可能性が広がります。身近にヤング
ケアラーかもしれないと思われる子どもがい
たら、声をかけ、寄り添うことで、「誰かに頼っ
てもいいんだ」「自分は一人じゃないんだ」と
思える社会をみんなでつくっていきましょう。

―すべての拉致被害者の一刻も早い帰国実現をめざして―　<県民メッセージ抜粋>

拉致被害に遭われた皆様が、笑顔でご帰国を果たされる日を、現実のものとなることを、心よりお祈り申し上げます。

City Information

厚労省
特設サイト

女性への暴力根絶に向けて
11月12日から25日までの２週間は、「女性に対する暴力
をなくす運動」期間です。今年のテーマは「性暴力を、な
くそう」です。「性暴力はあってはならない」という認識を
社会全体に広げていきましょう。
■パープルライトアップ
女性に対する暴力根絶のシンボ
ルであるパープルリボンにちな
み、全国各地でパープルライト
アップが実施されます。この運
動に賛同して、米子市でも米子
駅前の米

こめ

ッ子合掌像をパープル
ライトアップします。ライト
アップには「ひとりで悩まず、まずは相談してください」
という被害者へのメッセージが込められています。
▶ライトアップ期間　11月12日（土）～ 25日（金）

■女性への暴力根絶に向けた啓発パネル展
▶と き　11月２日（水）～ 17日（木）
▶ところ　米子市立図書館　２階ギャラリー

■ひとりで悩まず相談を
▶女性の人権ホットライン（☎ 0570－070－810）
配偶者やパートナーからの暴力やストーカーなどさ
まざまな問題の解決を図るため相談を強化します。
◇強化期間　11月18日（金）～ 24日（木）
◇受付時間
平日　午前８時30分～午後７時
休日　午前10時～午後 5時

▶米子市 ＤＶ・女性相談窓口（☎ 23－5138）
▶性暴力被害者支援センターとっとり（クローバーとっ
とり）（☎ 0120－946－328）（県内通話無料）

▶鳥取県 県民福祉局地域福祉課（☎ 31－9304）
問男女共同参画推進課（☎ 23－5419 23－5392）

美水の郷　秋麗ウォーク
“美水の郷”淀江で、ガイドと一緒に史跡や名水を巡る
ウォーキングイベントです。コースは３コースあります。
■と き　11月19日（土）午前８時～午後１時
■集合場所　伯耆古代の丘公園
■参加費　500円
■申込締切　11月14日（月）（各コース20人、先着順）
■申込方法　電話、FAX、Eメール
※くわしくは市ホームページをご確認ください。
問淀江振興課（☎ 56－3164 56－5201）



市からのお知らせ

No.53栗おこわ

作り方（所要時間約１時間）
① もち米は洗って水に40分ひたしておく。
② 蒸し栗は４分の１に切っておく。ごぼうはささ
がきにして水であく抜きをする。にんじんは千
切りにする。鶏もも肉は1.5cm程度に切り、わ
らび水煮、ぜんまい水煮はざく切りにしておく。

③ ①と調味料Aと水を炊飯器に入れ、混ぜ合わせ
た後、②の具をのせて炊飯する。

※炊き込み機能がある場合は「炊き込みごはん」で
炊飯する。

今月のひとくち食育
栗は日本を代表する秋の味覚です。昔からよく食べ
られていて、日本人の貴重な食べ物でした。昔の人
は、その栗を干して、臼でついて殻をとった「かち
ぐり」という保存食を作っていました。その名前が
「勝負に勝つ」に通じて縁起が良いとされ、そこか
ら栗がお祝い事に欠かせない食べ物になったそうで
す。給食では、家庭で伝えることが難しくなってい
る伝統的な食材や、旬などを意識した給食を計画的
に取り入れ、子どもたちに食文化を伝えています。
問学校給食課（☎ 33－4751 33－4757）

米子市営住宅入居者募集
■所在地、規格、家賃など

住宅名（所在地） 部屋番号 間取り 家賃月額

安倍彦名住宅
（彦名町）

63R1-304 3DK
18,000円
～35,300円

陰田町住宅
（陰田町）

603 2LDK
20,400円
～40,100円

西福原住宅
（西福原８丁目）

14R1-107
車いす対応住宅

2LDK
27,300円
～53,600円

※車いす対応住宅は、常時車いすを使用する必要のある
方の世帯が対象です。

■受付期間　11月１日（火）～８日（火）
■受付場所　住宅政策課（市役所本庁舎２階）
　　　　　　淀江支所地域生活課（淀江支所１階）
■必要書類
マイナンバーを確認できるものと本人確認書類
※申込理由により添付書類が必要な場合があります。

■入居可能予定日　12月１日（木）
※入居手続きには、保証能力のある連帯保証人１人と
敷金として家賃３か月分が必要です。

問住宅政策課（☎ 23－5263 23－5396）

材料（４人分）
もち米…240g 和風だしの素…小さじ1/2
蒸し栗…60g みりん…小さじ１
ごぼう…20g 薄口しょうゆ…小さじ1.5
にんじん…30g しょうゆ…小さじ1.5
鶏もも肉…60g 塩…小さじ１
わらび水煮…15g 水…280cc
ぜんまい水煮…15g

A

原子力防災現地研修会（見学会）
放射線の基礎知識や原発の安全対策について知っていた
だくため、原発の現地見学を含む研修会が開催されます。
■と き　11月29日（火）午前９時～午後４時50分
■集 合
▶西部総合事務所　午前９時（午後４時50分解散）
▶境港市民交流センター
午前９時40分（午後４時20分解散）

■行き先
島根県原子力防災センター、島根原子力発電所

■対 象　鳥取県内在住の方
■参加費　無料
■申込方法　FAX、Eメール、郵便
▶住所、氏名（ふりがな）、電話番号、生年月日を連絡
▶一度に複数名申込み可

■申込締切　11月18日（金）正午必着
※原発見学の際、運転免許証などの本人確認書類が必要。
■定 員　15人程度（先着順）
■申込先　鳥取県危機管理局原子力安全対策課
〒 680-8570　鳥取市東町一丁目２７１
genshiryoku-anzen@pref.tottori.lg.jp

問鳥取県危機管理局原子力安全対策課
（☎ 0857－26－7973 0857 －26－8805）
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■申込対象　保護者が仕事、病気、出産、看護などのため、
日中、家庭で保育ができない子ども

■受付期間　11月１日（火）～30日（水）の開庁時間内
■受付場所　こども支援課（ふれあいの里１階）
※相談は、受付時間内（午前８時30分～11時30分、午後
１時～４時30分）に、こども支援課へお越しください。

※申込書の提出は、上記相談受付時間外でも可能です。
※市外の保育施設等の利用を希望する場合は、お申し出く
ださい。

※４月１日からの保育施設等の利用を希望されている方が
対象です。令和５年度途中からの利用を希望されている
方は、令和５年３月以降に受け付けます。

※申込用紙は、各保育施設、こども支援課でお渡ししま
す。申込用紙、提出書類様式、入所案内は市ホームペー
ジから印刷することができます。必要な書類などくわし
くは、申込用紙と一緒にお渡しする入所案内でご確認く
ださい。利用の決定は申込順ではありません。

問こども支援課（☎ 23－5177 23－5137）

認可保育所
保育施設名 対象年齢

公
立

東 保 育 園 満１歳～就学前
西 保 育 園 ２歳児～就学前
南 保 育 園 満１歳～就学前
彦 名 保 育 園 満１歳～就学前
崎 津 保 育 園 満１歳～就学前
小 鳩 保 育 園 満１歳～就学前
富 益 保 育 園 満１歳～就学前
こ た か 保 育 園 満１歳～就学前
あ が た 保 育 園 満１歳～就学前
ね む の 木 保 育 園 生後６週間～２歳未満

私
立

米 子 聖 園 マ リ ア 園 生後10か月～就学前
わ か ば 園 生後６週間～就学前
か い け わ か ば 園 生後６週間～就学前
ゆ り か ご 保 育 園 生後６週間～３歳未満
の ぞ み 保 育 園 生後６週間～３歳未満
い づ み 保 育 園 生後６週間～就学前
キ ッ ズ タ ウ ン
第 ２ 保 育 園（ ※ １）

生後６週間～２歳未満

ひ ば り 保 育 園 生後６週間～就学前
夜 見 保 育 園 生後６週間～就学前
リトルえんぜる保育園 生後６週間～３歳未満
大 和 保 育 園 生後２か月～就学前
エ ル ル こ ど も 学 園
両 三 柳 校（ ※ ２）

１歳児～就学前

わ ん ぱ く 保 育 園 生後３か月～３歳未満

社
会
福
祉
法
人
米
子
福
祉
会

箕 蚊 屋 保 育 園 生後６週間～就学前
五 千 石 保 育 園 生後６週間～就学前
福 生 保 育 園 生後６週間～就学前
河 崎 保 育 園 生後６週間～就学前
和 田 保 育 園 満１歳～就学前
福 米 保 育 園 生後６週間～就学前
成 実 保 育 園 満１歳～就学前
住 吉 保 育 園 生後６週間～就学前
加 茂 保 育 園 生後６週間～就学前
車 尾 保 育 園 生後６週間～就学前

認定こども園
保育施設名 対象年齢

公立 淀江どんぐりこども園 生後６か月～就学前

私
立

かいけ心正こども園 生後６か月～就学前
あ け ぼ の 幼 稚 園 生後８か月～就学前
認定こども園ベアーズ 生後６週間～就学前
キッズタウンかみごとう
（※１）

２歳児～就学前

キッズタウンさくら 生後６週間～就学前
み ず ほ 幼 稚 園 生後10か月～就学前
よ な ご ま な び や 園 生後８週間～就学前
米子ナーサリー・スクール 満１歳～就学前
仁 慈 保 幼 園 生後６週間～就学前
あ ゆ み 保 育 園 生後６週間～就学前
え ん ぜ る こ ど も 園 生後６週間～就学前

小規模保育事業所

私
立

ベ ビ ー ハ ウ ス 向 井 生後２か月～３歳未満
小規模保育園すく☆すく 満１歳～３歳未満
ファーストステージあんじゅ 生後６週間～２歳未満
く れ よ ん 保 育 園 生後６か月～３歳未満
ク ロ ー バ ー 保 育 園 生後２か月～３歳未満
中央クローバー保育園 生後２か月～３歳未満
ベビーエルル両三柳（※２） 生後６週間～１歳未満
ベビーエルル R431 加茂 生後６週間～３歳未満
は じ め の 一 歩 生後５か月～３歳未満
山 光 み ら い 保 育 園 生後２か月～３歳未満
福米東ひまわり保育園 生後８週間～３歳未満
目久美くれよん保育園 生後６か月～３歳未満
た ん ぽ ぽ 保 育 園 満１歳～３歳未満

事業所内保育事業所
私
立

い ず み っ こ 保 育 園 生後６か月～３歳未満
よ ど え バ バ ー ル 園 生後６週間～３歳未満

※１）キッズタウン第２保育園入所児童のうち、希望者は２歳児ク
ラス以降キッズタウンかみごとうへ入所可能。

※２）ベビーエルル両三柳入所児童のうち、希望者は１歳児クラス
以降エルルこども学園両三柳校へ入所可能。

■保育施設等（内容は変更になる場合があります。くわしくは入所案内、市ホームページでご確認ください。）

令和５年４月の保育施設等利用案内
～お申し込みは11月１日から～



◇
原
子
力
防
災
訓
練
の
実
施
に
あ
た

り
、緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
発
出
し
ま
す
。

◇
訓
練
で
す
の
で
、
避
難
行
動
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

◇
携
帯
電
話
の
機
種
に
よ
っ
て
は
、
マ

ナ
ー
モ
ー
ド
に
設
定
し
て
い
て
も
着
信

音
が
鳴
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
電
源
を

切
っ
て
い
れ
ば
鳴
り
ま
せ
ん
。

●
と
き　

11
月
12
日
㈯　

午
前
８
時
30

分問
防
災
安
全
課（
☎
23
―
５
３
２
８
、

23
―
５
３
８
７
）

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験

11
月
９
日
か
ら
15
日
は
、「
秋
の
全
国

火
災
予
防
運
動
」
期
間
で
す
。
秋
は
空

気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

●
住
宅
火
災
を
防
ぐ
た
め
に

▼
寝
た
ば
こ
は
し
な
い
・
さ
せ
な
い

▼
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い

▼
コ
ン
ロ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば
を

離
れ
な
い

▼
コ
ン
セ
ン
ト
の
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、

不
必
要
な
プ
ラ
グ
を
抜
く

▼
安
全
装
置
の
付
い
た
暖
房
器
具
や
調

理
器
具
を
使
用
す
る

▼
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的
に
点

検
し
、
10
年
を
目
安
に
交
換
す
る

▼
消
火
器
を
設
置
し
、
使
い
方
を
確
認

し
て
お
く

指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙
に

ご
協
力
を
！

◇
令
和
４
年
８
月
現
在
、
全
国
の
警
察

か
ら
指
名
手
配
さ
れ
て
い
る
者
は
約

５
３
０
人
に
上
り
ま
す
。

◇
警
察
で
は
総
力
を
挙
げ
て
、
11
月
中

に
追
跡
捜
査
を
行
う
な
ど
、
早
期
検
挙

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◇
指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た
人
を

見
か
け
た
な
ど
、
ど
ん
な
わ
ず
か
な
情

報
で
も
、警
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

問
米
子
警
察
署（
☎
33
―
０
１
１
０
）

住
宅
火
災
か
ら

い
の
ち
を
守
る
た
め
に

▼
カ
ー
テ
ン
や
ふ
と
ん
に
防
炎
製
品
を

使
用
す
る

●
消
防
団
召
集
サ
イ
レ
ン
に
ご
理
解
を

火
災
の
早
期
鎮
圧
の
た
め
、
消
防
団
を

召
集
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
、
各
地
域

ご
と
に
防
災
行
政
無
線
の
サ
イ
レ
ン
を

鳴
ら
し
て
い
ま
す
。
ご
理
解
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
防
災
安
全
課（
☎
23
―
５
３
３
８
、

23
―
５
３
８
７
）

原
子
力
防
災
訓
練
に
伴
い

緊
急
速
報
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す

全
国
一
斉
の
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
情
報
伝
達

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。訓
練
時
に
は
、

防
災
行
政
無
線
に
よ
り
テ
ス
ト
放
送
が

市
内
全
域
に
流
れ
ま
す
。

●
と
き　

11
月
16
日
㈬　

午
前
11
時

問
防
災
安
全
課（
☎
23
―
５
３
３
７
、

23
―
５
３
８
７
）

既
存
住
宅
の
改
修
に
よ
る

固
定
資
産
税
減
額
制
度

14

１
１
９
番
通
報
を
す
る
と
き
は

●
電
話
の
そ
ば
に
は
メ
モ
を

通
報
時
は
、
落
ち
着
い
て
係
員
の
質
問

に
答
え
て
く
だ
さ
い
。
い
ざ
と
い
う
時

に
備
え
て
、
電
話
の
そ
ば
に
住
所
、
名

前
、
電
話
番
号
を
記
入
し
た
メ
モ
を
準

備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
目
標
物
の
確
認
を

災
害
現
場
が
す
ぐ
に
特
定
で
き
る
よ

う
、
通
報
前
に
目
標
と
な
る
建
物
や
住

居
表
示
を
確
認
し
、伝
え
て
く
だ
さ
い
。

●
ネ
ッ
ト
で
通
報
「
Ｎ
ｅ
ｔ
１
１
９
緊

急
通
報
シ
ス
テ
ム
」

音
声
で
の
通
報
が
困
難
な
場
合
、
ス
マ

ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
通
報
す
る
シ
ス
テ

ム
が
あ
り
ま
す
。

問
西
部
消
防
局
予
防
課
（
☎
35
―

１
９
５
４
、

35
―
１
９
６
１
）

住
宅
を
改
修
し
た
際
、
一
定
の
要
件
を

満
た
せ
ば
、
申
請
に
よ
り
固
定
資
産
税

を
減
額
し
ま
す
。

●
耐
震
改
修

▼
対
象　

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
か

ら
所
在
す
る
住
宅

▼
減
税
額　

改
修
し
た
家
屋
の
翌
年

度
分
の
税
額
の
２
分
の
１（
床
面
積

１
２
０
㎡
分
ま
で
を
限
度
）

●
熱
損
失
防
止（
省
エ
ネ
）改
修

▼
対
象　

平
成
26
年
４
月
１
日
以
前
か

ら
所
在
す
る
住
宅

▼
減
税
額　

改
修
し
た
家
屋
の
翌
年
度

分
の
税
額
の
３
分
の
１
（
改
修
後
の
住

宅
の
床
面
積
が
50
㎡
以
上
２
８
０
㎡
以

下
で
１
２
０
㎡
分
ま
で
を
限
度
）

●
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

▼
対
象　

新
築
さ
れ
た
日
か
ら
10
年
以

上
経
過
し
た
住
宅

▼
減
税
額　

改
修
し
た
家
屋
の
翌
年
度

分
の
税
額
の
３
分
の
１
（
改
修
後
の
住

宅
の
床
面
積
が
50
㎡
以
上
２
８
０
㎡
以

下
で
１
０
０
㎡
分
ま
で
を
限
度
）

※
い
ず
れ
も
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で

に
行
っ
た
改
修
で
、
工
事
完
了
後
３
か

月
以
内
に
手
続
き
が
必
要
。

問
固
定
資
産
税
課（
☎
23
―
５
１
１
６
、

23
―
５
３
９
７
）



将
来
も
ら
え
る
年
金
の
額
は

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」で
確
認
を

◇
11
月
30
日
は「
年
金
の
日
」
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
年
金
記
録
や
将
来
の
年

金
受
給
見
込
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生

活
設
計
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」を
利
用
す
る

と
、
い
つ
で
も
自
分
の
年
金
記
録
を
確

認
で
き
る
ほ
か
、
将
来
の
年
金
受
給
見

込
額
の
試
算
も
で
き
ま
す
。

◇
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

は
日
本
年
金
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
米
子
年
金
事
務
所（
☎
34
―
６
１
１

１（
案
内
２
↓
２
）

22
―
４
８
４
２
）

「還付金がある」にご用心

公的機関を名乗り「還付金がある」と言って
銀行のATMに誘導しようとする電話は、詐
欺です。
公的機関は電話による還付金の連絡はしま
せん。また、銀行・郵便局のATMでは還付
金を受け取ることはできません。
相手の言いなりに行動せず、口座番号や暗
証番号、クレジットカード番号は絶対に教
えないようにしましょう。
不審な電話があった場合や、心配や不安な
ことがあれば一人で悩まず、消費生活相談
室にご相談ください。
問米子市消費生活相談室（☎ 35－6566）
土・日・祝は消費者ホットライン（☎ 188）

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
手
数

料
が
さ
ら
に
安
く
な
り
ま
し
た

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
コ

ン
ビ
ニ
な
ど
で
各
種
証
明
書
を
取
得
す

る
際
の
手
数
料
が
11
月
か
ら
さ
ら
に
下

が
り
、
市
役
所
窓
口
よ
り
１
５
０
円
安

く
な
り
ま
し
た
。

●
コ
ン
ビ
ニ
で
の
交
付
手
数
料

▼
住
民
票
の
写
し
、印
鑑
登
録
証
明
書
、

戸
籍
の
附
票
の
写
し
、
所
得（
課
税
）

証
明
書
…
１
通
２
０
０
円（
窓
口
交
付

は
３
５
０
円
）

▼
戸
籍
証
明
書
…
１
通
３
０
０
円（
窓

口
交
付
は
４
５
０
円
）

●
取
り
扱
い
店
舗　

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ

ン
、
ロ
ー
ソ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、

イ
オ
ン（
一
部
店
舗
を
除
く
）、
コ
コ

カ
ラ
フ
ァ
イ
ン
、
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ

●
利
用
で
き
る
時
間　

午
前
６
時
30
分

〜
午
後
11
時
（
年
末
年
始
を
除
く
）

※
戸
籍
証
明
書
と
戸
籍
の
附
票
の
写
し

は
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
の
み

●
利
用
方
法　

店
舗
内
の
マ
ル
チ
コ

ピ
ー
機
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
読

み
込
ま
せ
、
暗
証
番
号
を
入
力
し
発
行

※
証
明
で
き
る
内
容
は
最
新
事
項
に
限

ら
れ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た

証
明
書
な
ど
は
発
行
で
き
ま
せ
ん
。

問
市
民
一
課（
☎
23
―
５
１
４
４
、

23
―
５
３
９
８
）

こ
ん
な
と
き
、
あ
っ
て
よ
か
っ

た
！
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

◇
就
職
、
転
職
、
出
産
育
児
、
病
気
、

年
金
受
給
な
ど
、
多
く
の
場
面
で
個
人

番
号
の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◇
そ
の
際
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

あ
れ
ば
一
枚
で
番
号
確
認
と
本
人
確
認

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

◇
他
に
も
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
で

き
る
な
ど
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

利
活
用
の
範
囲
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

申
請
が
ま
だ
の
方
は
申
し
込
み
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
特
設
ブ
ー

ス
（
☎
21
―
８
５
７
４
）

有

料

広

告

15



家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
な
ど
の

購
入
費
補
助
の
申
請
期
間
延
長

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
な
ど
の
購
入
費

補
助
の
申
請
期
間
を
延
長
し
ま
す
。

●
補
助
金
額

①
生
ご
み
処
理
機（
電
気
式
）

購
入
金
額
の
３
分
の
１（
上
限
２
万
円
）

②
生
ご
み
処
理
容
器（
コ
ン
ポ
ス
ト
・

密
閉
式
・
か
く
は
ん
式
・
水
切
り
）

購
入
金
額
の
３
分
の
１（
上
限
３
千
円
）

※
い
ず
れ
も
１
０
０
円
未
満
切
捨
て

●
申
請
期
限　

令
和
５
年
２
月
15
日
㈬

※
購
入
前
に
申
請
が
必
要
。

※
補
助
は
一
世
帯
に
つ
き
、
①
・
②
の

い
ず
れ
か
一
回
の
み
。

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了
。

問
ク
リ
ー
ン
推
進
課（
☎
23
―
５
２
５

９
、

30
―
０
２
７
１
）

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

を
お
忘
れ
な
く

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
犬
の
飼
い
主

に
は
、
飼
い
犬
の
「
生
涯
に
一
度
の
登

録
」
と
、「
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防

注
射
」
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
登
録
に
つ
い
て

飼
い
犬
に
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着

し
、
国
の
指
定
登
録
機
関
へ
の
登
録
ま

た
は
変
更
手
続
き
を
完
了
し
た
犬
は
、

狂
犬
病
予
防
法
の
登
録
を
し
た
も
の
と

み
な
さ
れ
、
米
子
市
で
の
登
録
が
不
要

と
な
り
ま
す
。

●
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着
し
た
犬
を

飼
い
始
め
た
方　

Ｗ
ｅ
ｂ
で
所
有
者
変

更
ま
た
は
新
規
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
犬
と
猫
の
マ
イ
ク
ロ

チ
ッ
プ
情
報
登
録
」▼

●
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着
し
て
い
な

い
場
合
は　

登
録
申
請
と
鑑
札
交
付
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

●
鑑
札
と
注
射
済
票
を
お
持
ち
の
方

飼
い
犬
の
首
輪
な
ど
に
装
着
し
ま
し
ょ

う
。

●
登
録
情
報
の
変
更（
死
亡
、
転
居
、

譲
渡
な
ど
）が
あ
っ
た
と
き

必
ず
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
政
策
課（
☎
23
―
５
２
５
７
、

23
―
５
２
５
８
）

▼鑑札

▼注射済票
（令和４年度）

国
民
年
金
保
険
料
は

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

◇
国
民
年
金
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控

除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控

除
さ
れ
ま
す
。

◇
日
本
年
金
機
構
か
ら「
社
会
保
険

料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」

が
届
い
た
ら
保
管
し
、
年
末
調
整
や
確

定
申
告
の
際
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
控
除
の
対
象　

令
和
４
年
中
（
令
和

４
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
12
月
31

日
）
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の
全
額

※
過
去
の
年
度
分
や
追
納
の
保
険
料
も

令
和
４
年
中
に
納
め
ら
れ
た
も
の
は
控

除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
家
族
の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険

料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
保

険
料
も
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
控
除
証
明
書
の
発
送
時
期

①
令
和
４
年
１
月
１
日
〜
９
月
30
日
の

間
に
保
険
料
を
納
付
し
た
方

令
和
４
年
10
月
下
旬
〜
11
月
上
旬

②
令
和
４
年
10
月
１
日
〜
12
月
31
日
の

間
に
保
険
料
を
納
付
し
た
方（
①
の
方

を
除
く
）
令
和
５
年
２
月
上
旬

問
米
子
年
金
事
務
所（
☎
34
―
６
１
１

１（
案
内
２
↓
２
）

22
―
４
８
４
２
）

令
和
５
年
度

個
人
住
民
税
の
主
な
税
制
改
正

●
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
延
長
な
ど

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
の
う
ち
所
得
税
か

ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
額
を
、
控
除

限
度
額
の
範
囲
内
で
個
人
住
民
税
か
ら

控
除
し
ま
す
。
な
お
、
令
和
４
年
以
降

に
入
居
さ
れ
た
方
は
条
件
が
次
の
と
お

り
変
更
さ
れ
ま
す
。

▼
控
除
率　

借
入
残
高
の
０
・
７
％

▼
控
除
限
度
額　

所
得
税
課
税
総
所
得

金
額
等
の
５
％
（
最
高
９
万
７
５
０
０

円
）

▼
控
除
期
間　

新
築
住
宅
等
は
原
則
13

年
、
中
古
住
宅
は
10
年

▼
所
得
要
件　

合
計
所
得
金
額
２
千
万

円
以
下

●
未
成
年
者
の
非
課
税
規
定

未
成
年
者
は
前
年
中
の
合
計
所
得
金
額

が
１
３
５
万
円
以
下
の
場
合
に
非
課
税

と
な
り
ま
す
が
、
未
成
年
者
の
対
象
年

齢
が
18
歳
未
満
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

令
和
５
年
１
月
１
日
の
時
点
で
18
歳
以

上
の
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

●
上
場
株
式
等
に
係
る
所
得
の
課
税
方

式
の
見
直
し

現
在
、上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
、

譲
渡
所
得
は「
所
得
税
の
確
定
申
告
を

し
て
い
て
も
個
人
住
民
税
で
は
課
税
対

象
に
し
な
い
」と
い
う
選
択
が
で
き
ま

す
が
、
こ
の
制
度
は
令
和
５
年
度
ま
で

と
な
り
、
令
和
６
年
度
以
降
は
課
税
方

式
の
選
択
が
で
き
な
く
な
り
、
統
一
さ

れ
ま
す
。

▼
課
税
方
式
の
統
一

令
和
５
年
１
月
１
日
以
降
に
生
じ
る
上

場
株
式
等
に
係
る
所
得
に
つ
い
て
、
所

得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
場
合
、
令
和

６
年
度
以
降
の
個
人
住
民
税
で
も
課
税

対
象
と
な
り
ま
す
。

問
市
民
税
課（
☎
23
―
５
１
１
４
、

23
―
５
３
９
７
）
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令
和
５
年
10
月
か
ら
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
が
始
ま
り
ま
す

イ
ン
ボ
イ
ス（
適
格
請
求
書
）
と
は
、

売
手
が
買
手
に
対
し
て
交
付
す
る
、
登

録
番
号
な
ど
一
定
の
事
項
が
記
載
さ
れ

た
請
求
書
や
納
品
書
、
領
収
書
な
ど
の

書
類
や
デ
ー
タ
を
い
い
ま
す
。

●
導
入
時
期　

令
和
５
年
10
月
１
日

●
イ
ン
ボ
イ
ス
を
交
付
す
る
に
は

イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
に
な
る
た
め

に
は
登
録
申
請
が
必
要
で
す
が
、
登
録

さ
れ
る
と
消
費
税
の
課
税
事
業
者
と
な

り
確
定
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
登
録
申
請
さ
れ
る
か
は
よ
く
ご
検

討
く
だ
さ
い
。（
登
録
申
請
は
任
意
で

す
。）

●
消
費
税
仕
入
税
額
控
除
に
必
要

密
輸
情
報
の
提
供
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

◇
税
関
で
は
不
正
薬
物
や
銃
器
な
ど
の

取
り
締
ま
り
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年

で
発
足
１
５
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

◇
「
港
で
見
慣
れ
ぬ
人
が
荷
物
を
運
ん

で
い
た
」「
外
国
郵
便
の
受
け
取
り
を

頼
ま
れ
た
」な
ど
、
お
か
し
い
と
感
じ

る
こ
と
が
あ
れ
ば
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
密
輸
ダ
イ
ヤ
ル（
情
報
提
供
先
）

☎
０
１
２
０
―
４し

ろ

い
６
１
―
９く

ろ

い
６
１

問
境
税
関
支
署（
☎
42
―
３
８
１
３
）

ど
ら
ド
ラ
パ
ー
ク
米
子
庭
球
場

の
コ
ー
ト
張
替
工
事
を
し
ま
す

◇
ど
ら
ド
ラ
パ
ー
ク
米
子
庭
球
場
の

コ
ー
ト
張
替
工
事
を
、
11
月
１
日
か
ら

令
和
５
年
２
月
24
日
ま
で
行
い
ま
す
。

◇
期
間
中
は
、
庭
球
場（
壁
打
ち
コ
ー

ト
を
含
む
）と
庭
球
場
南
西
駐
車
場
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
。

◇
庭
球
場
西
側
遊
歩
道
が
通
行
止
め
に

な
り
ま
す
。
庭
球
場
東
側
の
米
川
沿
い

遊
歩
道
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
23
―
５
４
２

６
、

23
―
５
４
１
４
）

二
十
歳
を
祝
う
会
の

案
内
状
を
送
付
し
ま
す

◇
二
十
歳
を
祝
う
会（
旧
：
成
人
式
）

の
案
内
状
を
11
月
上
旬
ご
ろ
に
郵
送
す

る
予
定
で
す
。（
11
月
中
旬
に
入
っ
て

も
案
内
状
が
届
か
な
い
場
合
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

◇
参
加
を
希
望
の
方
は
、
案
内
状
に
記

載
さ
れ
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
参
加

申
込
み
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
案
内
状
送
付
対
象
者　

平
成
14
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
15
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
（
令
和
４
年
10
月
１
日

現
在
、
米
子
市
に
住
民
票
が
あ
る
方
）

●
案
内
状
の
送
付
に
申
請
が
必
要
な
方

▼
令
和
４
年
10
月
２
日
以
降
に
米
子
市

に
転
入
し
た
方

▼
市
外
在
住
の
米
子
市
出
身
の
方

●
申
請
方
法

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
電
子

申
請
サ
ー
ビ
ス
か
ら
、
住

所
や
氏
名
な
ど
を
入
力

●
申
請
期
限　

11
月
30
日
㈬

●
二
十
歳
を
祝
う
会

▼
と
き　

令
和
５
年
１
月
３
日
㈫

▼
と
こ
ろ　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー

問
生
涯
学
習
課（
☎
23
―
５
４
４
２
、

23
―
５
５
６
８
）

便利！広報よなごデジタルブック
広報よなごをデジタルブック形式で配信しています。
便利なデジタルブックをぜひご活用ください！
■便利なポイント
①自動で多言語翻訳！
スマホの設定言語に合わせ
て、10言語に自動翻訳。
②音声で読み上げ！
読みたい箇所をタップして、
翻訳言語で読み上げ。
③文章を拡大表示！
画面をタップすると、文字
を大きく表示。
④配信が早い！
前月末に配信。広報の情報
をいち早く確認できる！

■利用方法
▶米子市公式LINE のメニュー「広報よなご」
から

▶無料アプリ「カタログポケット」をスマホ
にダウンロードし、「広報よなご」で検索

問秘書広報課（☎ 23－5372）

買
手
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
か

ら
交
付
さ
れ
た
イ
ン
ボ
イ
ス
の
保
存
が

必
要
で
す（
７
年
間
）。
ま
た
、
売
手

も
交
付
し
た
イ
ン
ボ
イ
ス
の
写
し
の
保

存
が
必
要
で
す（
７
年
間
）。

●
制
度
開
始
時
に
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事

業
者
に
な
る
に
は

原
則
、
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
に
登

録
申
請
が
必
要
で

す
。
早
め
の
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
国
税
庁
特
設
サ
イ
ト
へ

問
米
子
税
務
署（
☎
32
―
４
１
２
１
）
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募
集

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子

12
月
入
所
生
（
離
職
者
対
象
）

●
訓
練
科　

①
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
講
習

付
電
気
設
備
施
工
科
（
７
か
月
訓
練
）

定
員
５
人　

②
産
業
技
術
科
（
６
か
月

訓
練
）
定
員
12
人　

③
ビ
ル
管
理
技
術

科
（
６
か
月
訓
練
）
定
員
15
人

●
訓
練
期
間　

①
12
月
２
日
㈮
〜
令
和

５
年
６
月
28
日
㈬　

②
・
③
12
月
２
日

㈮
〜
令
和
５
年
５
月
26
日
㈮

●
募
集
期
限　

11
月
17
日
㈭

●
受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
等
は

実
費
）

●
申
込
先　

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子
（
☎
27

―
５
１
１
５
、

27
―
０
９
８
０
）　

職
業
訓
練
の
受
講
生

●
訓
練
科
・
定
員

パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
実
践
科
（
14
人
）

●
訓
練
期
間

12
月
28
日
㈬
〜
令
和
５
年
３
月
27
日
㈪

●
訓
練
場
所　

㈱
ス
ペ
ッ
ク
（
米
子
市

灘
町
・
無
料
駐
車
場
あ
り
）

●
申
込
期
限　

12
月
14
日
㈬　

正
午

●
応
募
資
格　

求
職
中
の
方

●
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
等
は

実
費
）

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子（
☎
33
―
３
９

１
１
、

38
―
３
８
３
９
）

な
か
よ
し
学
級
指
導
員
（
公
立

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
）

●
勤
務
内
容

市
内
の
小
学
校
と
車
尾
、
淀
江
児
童
館

に
設
置
の
な
か
よ
し
学
級
に
勤
務
し
ま

す
。

●
募
集
期
間
・
採
用
予
定
日　

随
時

●
募
集
人
数　

６
人
程
度

●
試
験
科
目　

作
文
試
験
・
面
接

問
こ
ど
も
施
設
課（
☎
23
―
５
４
４
１
）

市
営
墓
地
管
理
料
納
入
通
知
書

発
送
用
封
筒
の
広
告
主

●
封
筒
の
種
類　

令
和
５
年
度
の
市
営

墓
地
管
理
料
の
納
入
通
知
書
を
発
送
す

る
際
に
使
用
す
る
封
筒
（
令
和
５
年
４

月
以
降
使
用
）

●
作
成
枚
数　

４
０
０
０
枚

●
広
告
枠　

封
筒
裏
面（
縦
４
・
５
㌢
、

横
８
㌢
）

●
掲
載
料　

２
万
円
（
１
枠
）

●
募
集
期
間　

11
月
１
日
㈫
〜
30
日
㈬

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

問
建
設
企
画
課（
☎
23
―
５
５
２
９
、

23
―
５
３
９
６
）

納
税
通
知
書
発
送
用
封
筒
の
広

告
主

●
封
筒
の
種
類　

令
和
５
年
度
の
市
税

（
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
市
県

民
税
）
の
納
税
通
知
書
を
発
送
す
る
際

に
使
用
す
る
封
筒
（
令
和
５
年
５
月
以

降
使
用
）
縦
約
12
㌢
×
横
約
23
・
４
㌢

●
作
成
枚
数　

13
万
枚

●
広
告
枠（
３
枠
）　

封
筒
裏
面（
１
枠

縦
約
６
・
５
㌢
、
横
約
６
㌢
）

●
掲
載
料　

９
万
８
０
０
０
円（
１
枠
）

●
募
集
期
間　

11
月
１
日
㈫
〜
25
日
㈮

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

問
市
民
税
課（
☎
23
―
５
１
１
１
、

23
―
５
３
９
７
）

18

「
話
し
て
み
よ
う
韓
国
語
」

第
18
回
鳥
取
大
会

◇
韓
国
語
初
級
・
中
級
者
の
皆
さ
ん
、

韓
国
語
で
お
話
し
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◇
今
年
度
は
映
像
審
査
で
す
。
皆
さ
ん

の
発
表
映
像
を
大
募
集
中
！

◇
入
賞
す
る
と
最
大
５
万
円
分
の
賞
品

が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
期
限  

12
月
９
日
㈮

●
申
込
方
法　

Ｗ
ｅ

ｂ
ま
た
は
参
加
申
込

書
提
出

問
鳥
取
県
交
流
推
進
課（
☎
０
８
５
７

―
26
―
７
７
５
８
）

宝くじの助成金で整備しました

このたび、自治総合センターのコミュニティ助成事
業（少年消防クラブ育成助成事業）を受け、米子市
消防団少年消防クラブの音響機器一式を整備しまし
た。
問防災安全課（☎ 23－5339、 23－5387）



有

料

広

告

催
し

体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

（
半
日
コ
ー
ス
）

●
と
き　

12
月
11
日
㈰　

午
前
８
時
30

分　

米
子
市
役
所
集
合

●
行
き
先　

旧
市
内
め
ぐ
り
（
約
４
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
）

※
参
加
無
料
、
申
込
不
要

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
23
―
５
４
２

６
、

23
―
５
４
１
４
）

第
16
回米

子
市
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

４
枚
の
赤
い
羽
根
が
付
い
た
イ
ン
デ
ィ

ア
カ
と
い
う
ボ
ー
ル
を
素
手
で
打
ち
合

う
室
内
競
技
で
す
。

●
と
き　

12
月
11
日
㈰　

午
前
９
時
受

付
開
始

●
と
こ
ろ　

ど
ら
ド
ラ
パ
ー
ク
米
子
東

山
体
育
館

●
対
象　

中
学
生
以
上

●
参
加
料　

１
０
０
０
円（
１
チ
ー
ム
）

●
申
込
方
法　

申
込
用
紙
を
提
出

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
23
―
５
４
２

６
、

23
―
５
４
１
４
）

人
と
地
域
と
つ
な
が
る
研
修

米
子
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
重
層
的
支

援
体
制
を
理
解
し
、
地
域
で
の
支
え
合

い
活
動
や
福
祉
支
援
を
す
る
力
を
つ
け

る
た
め
の
研
修
会
で
す
。
参
加
無
料
。

●
と
き　

12
月
〜
令
和
５
年
２
月
（
日

程
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

●
と
こ
ろ　

オ
ン
ラ
イ
ン
ま
た
は
ふ
れ

あ
い
の
里

●
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

方●
申
込
方
法　

Ｗ
ｅ
ｂ
ま

た
は
電
話

●
申
込
期
間　

11
月
１
日
㈫
〜
30
日
㈬

問
福
祉
政
策
課
え
し
こ
に（
☎
21
―

８
４
２
８
）

認
知
症
の
人
を
介
護
す
る

家
族
の
つ
ど
い

●
と
き　

11
月
８
日
㈫
、
12
月
13
日
㈫

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午

●
と
こ
ろ　

米
子
市
立
図
書
館

※
参
加
無
料
、
申
込
不
要

問
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会 
鳥
取
県

支
部
（
☎
37
―
６
６
１
１
、

30
―

２
９
８
０
）

「
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
」講
演
会

●
と
き　

11
月
20
日
㈰　

午
後
１
時

●
と
こ
ろ　

米
子
市
公
会
堂

●
講
師　

ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
家
族

の
会　

代
表
・
黒
田
沙
希
子
さ
ん

●
参
加
費　

１
０
０
０
円

※
参
加
申
込
不
要
。
会
場
が
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
家
族
の
会

（kazokukai.t@
gm
ail.com

）

韓
国
料
理
教
室

①
ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か
１
つ
を
選
ん

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
内
容　

①
タ
ッ
カ
ル
ビ
、
カ
ム
ジ
ャ

パ
ン　

②
牛
肉
チ
ヂ
ミ
の
せ
サ
ラ
ダ
、

白
ネ
ギ
の
キ
ム
チ

●
と
き　

①
11
月
19
日
㈯　

②
11
月
26

日
㈯　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
２

時●
と
こ
ろ　

米
子
市
文
化
活
動
館

●
講
師　

申　

ナ
リ
さ
ん
（
米
子
市
国

際
交
流
員
）

●
参
加
料　

５
０
０
円
（
別
途
材
料
代

実
費
要
）

●
準
備　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記

用
具
、
マ
ス
ク

●
申
込
方
法　

電
話

●
申
込
開
始
日　

11
月
７
日
㈪　

午
前

９
時
（
定
員
各
回
12
人
、
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

問
米
子
市
文
化
活
動
館（
☎
34
―
５
１

５
４
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
催
し
が
中
止
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
催
者
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

こ
ど
も
食
堂
や
乗
馬
セ
ラ
ピ
ー
な
ど

●
と
き　

12
月
９
日
㈮　

午
前
10
時
〜

11
時
30
分

●
と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里
２
階

●
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

方●
参
加
料　

無
料
（
定
員
15
人
）

●
申
込
方
法　

電
話

問
米
子
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
☎
23
―
５
４
５
５
）

新
米
パ
パ
に
贈
る
子
育
て
教
室

●
と
き　

11
月
26
日
㈯　

午
後
１
時
〜

２
時
30
分

●
と
こ
ろ　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー

●
参
加
料　

無
料

●
申
込
方
法　

Ｗ
ｅ
ｂ

●
定
員　

10
人

●
申
込
期
限　

11
月
23
日
㈬
・
㈷

問
鳥
取
県
助
産
師
会　

西
江
（
☎
31

―
３
６
２
４
）

見て触って城山自然ツアー
史跡米子城跡をゆっくり歩きながら、晩秋から
初冬への移ろいに触れてみませんか。

■と き　11月23日（水・祝）
午前10時～午後２時（小雨決行）

■集合場所
湊山公園駐車場（黄緑色ののぼりが目印）

■定 員　20人（小学生以下は保護者同伴）
■参加費　無料
■申込方法　電話（11月１日受付開始）
■持ち物
弁当、飲み物、歩きなれた靴、雨具、あれば
虫眼鏡、双眼鏡、カメラなど

問文化振興課（☎ 23－5438）

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

第
３
回
考
古
学
講
演
会

●
演
題　

西
伯
耆
の
中
世
城
館
跡

●
と
き　

11
月
19
日
㈯　

午
後
２
時
〜

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

第
３
回
史
跡
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク

富
田
城
跡
を
歩
い
て
巡
り
ま
す
。

●
と
き　

11
月
24
日
㈭　

午
後
１
時
〜

３
時
30
分

●
集
合　

安
来
市
歴
史
資
料
館
駐
車
場

●
参
加
料　

３
０
０
円（
資
料
代
な
ど
）

●
申
込
方
法　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
申
込
期
限　

11
月
17
日
㈭

問
米
子
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

（
☎
・

26
―
０
４
５
５
）

山
陰
鉄
道
開
業
１
２
０
周
年
記

念 

駅
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

●
実
施
期
間　

11
月
20
日
㈰
ま
で

●
台
紙
設
置
場
所　

米
子
駅
、境
港
駅
、

御
来
屋
駅

※
「
よ
な
ご
公
共
交
通
ふ
れ
あ
い
フ
ェ

ス
タ
（
11
月
20
日
㈰
開
催
）」に
、
駅

ス
タ
ン
プ
押
印
後
の
台
紙
を
持
参
す
る

と
抽
選
で
１
０
０
人
に
記
念
硬
券
セ
ッ

令
和
４
年
度　

労
働
セ
ミ
ナ
ー

教
え
て
保
健
師
さ
ん
！
仕
事
に
活
か
せ

る
こ
こ
ろ
と
身
体
の
セ
ル
フ
ケ
ア

●
講
師　

保
健
師　

土
井
和
恵
さ
ん

●
と
き　

11
月
29
日
㈫　

午
後
２
時
〜

３
時
30
分

３
時
30
分

●
と
こ
ろ　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル

●
講
師　

米
子
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
主
幹
学
芸
員　

高
橋
浩
樹
さ
ん

●
参
加
料　

資
料
代
１
０
０
円

●
申
込
方
法　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
申
込
期
限　

11
月
17
日
㈭

問
米
子
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

（
☎
・

26
―
０
４
５
５
）

●
と
こ
ろ　

米
子
市
立
図
書
館

●
参
加
料　

無
料

●
申
込
方
法　

電
話
・
Ｗ

ｅ
ｂ
（
定
員
30
人
）

問
み
な
く
る
米
子（
☎
31
―
８
７
８
５
、

21
―
０
０
３
４
）

ト
（
非
売
品
）を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

問
観
光
課（
☎
23
―
５
２
１
３
、

23

―
５
５
９
８
）

ビ
ッ
グ
シ
ッ
プ
航
海
デ
ー

Ｓ
Ｕ
Ｎ
―
Ｉ
Ｎ
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
フ
ェ
ス

タ
２
０
２
２　

ビ
ッ
グ
シ
ッ
プ
恒
例
の

山
陰
最
大
級
の
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
入
場
無
料
。

●
と
き　

11
月
27
日
㈰　

午
前
10
時
〜

午
後
４
時

●
と
こ
ろ　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー

問
ビ
ッ
グ
シ
ッ
プ
航
海
デ
ー
実
行
委

員
会
事
務
局（
☎
35
―
８
１
１
１
）



相談名　内容／予約／日時／場所／問い合わせ先

▶法律・くらし
法テラス無料法律相談会
米子市在住または在勤の方で資力が一定額以下の方が
対象（定員４人・１件30分）／前日までに要予約／ 28
日（月）午後２時～４時／市役所本庁舎４階 402 会議
室／問法テラス鳥取（☎ 050－3383－5495）
法律相談センター米子
１件30分5,000円※多重債務の相談は無料／要予約
／毎週火曜日午後１時30分～４時、毎週金曜日午前10
時30分～午後０時30分／米子しんまち天満屋４階／問
鳥取県弁護士会米子支部（☎ 23－5710）
多重債務・法律相談会
１件30分無料／要予約／ 17日（木）午後１時30分～
３時／西部総合事務所 第15会議室／問鳥取県西部消費
生活相談室（☎ 34－2648、 34－2670）
高齢者なんでも無料電話相談
毎週月・木曜日午後１時30分～４時／☎ 0120－65
－3948 ／問高齢者支援センターとっとり （☎ 0857－
22－3912）
米子市消費生活相談室
平日午前８時30分～午後５時／市役所本庁舎１階消
費生活相談室／問市民二課　消費生活相談室 （☎ 35－
6566）
司法書士による「無料法律相談会」
前日までに要予約／ 14日（月）午後２時～４時／米子
コンベンションセンター第５会議室／問鳥取県司法書
士会（☎ 0857－24－7024）
税理士による「税の無料相談会」
予約不要／ 13日（日）午前10時～午後４時／米子市立
図書館／問中国税理士会米子支部（☎ 32－4795）
米子市こども総合相談窓口
出産や子育てに関する悩みなど／平日午前８時30分～
午後５時15分／こども総合相談窓口（ふれあいの里１
階）／問こども相談課（☎ 23－5469）

▶行政
行政相談
予約不要／９日（水）、25日（金）、12月７日（水）いず
れも午後１時～４時／市役所本庁舎４階 402会議室／
問市民二課（☎ 23－5376、 23－5391）
行政書士無料相談会
要予約／ 12日（土）午前10時～午後２時／米子市立
図書館／問鳥取県行政書士会事務局（☎ 0857－24－
2744）

▶人権・こころ
人権擁護委員による人権相談
予約不要／ 10日（木）、12月12日（月）午後１時～４
時／市役所第 2庁舎１階相談室／問人権政策課（☎ 23
－5415、 37－3184）※鳥取地方法務局米子支局
でも相談受付（☎ 0570－003－110）
こころの相談会
要予約／９日（水）午後２時～４時／米子市立図書館／
問ライフサポートセンターとっとり（☎ 0120－82－
5858、 0857－32－5454）

▶ビジネス・労働
起業・経営なんでも相談会
要予約／６日（日）午後 1時～ 5時／米子市立図書館／
問米子市立図書館（☎ 22－2612）
よなご若者サポートステーション就労相談，シゴトと
ココロの相談
予約優先／ 10日（木）午後１時30分～３時30分／米
子市立図書館／問よなご若者サポートステーション（☎
21－5678、 21－5679）
ビジネス情報相談会
要予約／ 18日（金）午後１時～３時／米子市立図書館
／問米子市立図書館（☎ 22－2612）
知財無料相談会
要予約／ 18日（金）午後１時～４時／米子市立図書館
／問米子市立図書館（☎ 22－2612）

一人で抱え込まないで。相談はお気軽に。
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11～ 12月の集団がん検診
■持ち物　受診券、負担金
■注意事項
▶発熱や風邪症状がある方や、本人または同居家族が
PCR検査対象の方は検診をお断りする場合がありま
す。

▶待ち時間が長くなる場合があります。
▶予約が必要な検診は受診券を用意し、健康対策課へ
電話で予約してください。（定員になり次第受付終了）

■肺がん集団検診（予約不要）
▶会場　ふれあいの里

実施日 受付時間

11月11日（金） 午前９時～11時、午後１時～３時

11月28日（月） 午前９時～11時

12月11日（日） 午前９時～11時

▶対象者
①胸部レントゲン検査　40歳以上の方
②「たん」の検査
50歳以上で喫煙指数（１日本数×年数）が 600以
上の方（元喫煙者を含む）、加熱式タバコは「カー
トリッジの本数」を「喫煙本数」に読み替え。

■胃がん集団検診・乳がん集団検診（要予約）

実施日 場所 受付時間

11月２日（水）

ふれあいの里 午前８時30分
～ 11時11月13日（日）

11月23日（水・祝）

12月１日（木） 保健事業団 午前８時30分
～ 11時

12月９日（金）

ふれあいの里

午前８時30分
～ 11時

12月12日（月）
※乳がん検診のみ

午後１時30分
～３時30分

12月25日（日） 午前８時30分
～ 11時

▶対象者　▷胃がん検診　40歳以上の方
▷乳がん検診　40歳以上の女性

※乳がん検診は、昨年度受診した方を除く。
■子宮頸がん集団検診（要予約）

実施日 場所 受付時間

11月23日（水・祝） ふれあいの里
午前９時

～11時

▶対象者　20歳以上の女性
問健康対策課（☎２３－５４７２、 ２３－５４６０）

麻しん・風しん混合（第２期）の予防接種
麻しん・風しん混合（MR）第２期の定期接種（無料）の期
限がせまっています。新型コロナウイルス感染症などの
影響により、未接種で期限を過ぎないよう、お子さんの
体調の良い時に早めに接種をおすませください。
■定期接種期限　令和５年３月31日
※期限を過ぎると全額自己負担になります。

■対象　平成28年４月２日～平成29年４月１日生まれ
問健康対策課（☎２３－５４７２、 ２３－５４６０）

新型コロナワクチン接種について
体調を崩しやすい季節です。重症化を予防するため、早
めの接種をご検討ください。
■ 11月の集団接種日程
▶１・２回目接種
▷会 場　ふれあいの里
武田社ワクチン（ノババックス）（12歳以上）

実施日 実施時間

19日（土） 午前９時30分～ 10時

▶３回目接種以降
10月からオミクロン株対応ワクチンに切り替わりま
した。
▷会 場　ふれあいの里　ファイザー（12歳以上）

実施日 実施時間

木曜日
（３日を除く）

午後 4時～ 7時

３日（木・祝）
土・日曜日

午前９時30分～午後０時30分
午後２時～５時

※ 19日（土）は午前10時30分～

▷会 場　淀江支所　モデルナ（18歳以上）

実施日 実施時間

土・日曜日
午前９時30分～午後０時30分

午後２時～５時

※集団接種の日程は、ワクチンの供給状況や予約状況な
どで変更になる場合があります。

■小児（５～ 11歳）接種
　３回目までの接種を医療機関で受けることができます。
早めの接種をご検討ください。

■その他のワクチンとの間隔
新型コロナワクチンを接種する場合は、その他のワク
チン接種と13日以上の間隔を空けなければいけません。
ただし、インフルエンザワクチンに限っては、接種間
隔を空けなくてもよくなりました。

問健康対策課新型コロナワクチン接種推進室
（☎２１－４０８０、 ２１－８７０８）
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高齢者のインフルエンザ予防接種
高齢者のインフルエンザは重症化する場合があります。
流行する前に予防接種をご検討ください。
■対象者（本人が接種を希望する場合に限ります。）
▶ 65歳以上の方
令和４年12月31日までに65歳の誕生日を迎える方

▶ 60歳以上65歳未満で、次に該当する方
心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能またヒト免疫不全
ウイルスによる免疫の機能に障がいを有する者とし
て厚生労働省令で認められた方（身体障害１級程度）

※対象者には受診券を郵送。受診券到着時点で64歳の
方は65歳の誕生日を迎えてから接種可能。

■接種期間　令和４年10月24日～令和５年１月31日
※接種開始日が早まりました。

■受け方　委託医療機関に電話で確認し、受診。
※受診する際は、受診券を必ず委託医療機関に持参し
てください。（委託医療機関は受診券に記載）

■負担金　1,200円
（市民税非課税世帯：600円　生活保護世帯：無料）
問健康対策課（☎２３－５４５１、 ２３－５４６０）

ふしめ歯科検診（歯周病検診）
歯科検診を受けることで、むし歯や歯周病を予防し、歯
の喪失を防ぐことができます。節目の年齢を迎える対象
の方で、受診を希望する場合は、健康対策課へご連絡く
ださい。
■対象者　今年度 40歳、50歳、60歳、70歳になる方
40歳：昭和57年４月１日～昭和58年３月31日生まれ
50歳：昭和47年４月１日～昭和48年３月31日生まれ
60歳：昭和37年４月１日～昭和38年３月31日生まれ
70歳：昭和27年４月１日～昭和28年３月31日生まれ

■検診場所　希望の歯科医院（鳥取県西部歯科医師会）
■検査内容　問診、歯周組織検査
■自己負担金
▶ 40、50、60歳の市民税課税世帯の方　500円
▶ 70歳、市民税非課税世帯の方　200円
▶生活保護世帯の方　無料

■受診期間　令和４年12月末まで
■受診方法
健康対策課へご連絡ください。受診券を送ります。

問健康対策課（☎２３－５４７２、 ２３－５４６０）

40
歳
以
上
の
米
子
市
国
保
の
方
へ

健診結果相談会・健康づくり懇談会
～届きましたか？特定保健指導のご案内～
　健診の結果はいかがでしたか？
　米子市の特定健康診査または人間ドックを受けられた方で、腹
囲（おへそ周り）、BMI（体格指数）、血圧、血中脂質、血糖値の結
果から、生活習慣病発症リスクが高い方を対象に、「健診結果相談
会」・「健康づくり懇談会」のご案内を随時お届けしています。
　将来の病気を未然に防ぎ、これからも元気でいられるように保
健師、管理栄養士と一緒に生活習慣を見直してみませんか？
　案内が届いた今がチャンスです！ご予約お待ちしています！
問保険課健康推進室（☎２３－５４０８、 ２３－５５７９）



開：開館時間　時：開催日時　休：今月の定休日　
場：場所　対：対象　定：定員　￥：料金　問：問合せ

米子水鳥公園
☎ 24－6139・ 24－6140
開 午前９時～午後５時30分
※土日祝は午前７時開園

休 火曜日、４日 (金）、24日（木）

米子市文化ホール
☎ 35－4171・ 35－4175
開 午前９時～午後10時
休  火曜日

米子市美術館
☎ 34－2424・ 33－0679
開 午前10時～午後６時
休  水曜日（23日を除く）

米子市公会堂
☎ 22－3236・ 22－3237
開 午前９時～午後10時
休  大ホールのみ毎週火曜日

コレクション展Ⅱ「人それぞれ」
時 ～ 27日（日） ￥ 一般 330円
▶コレクション展無料開放日 
文化の日（3日（木・祝））と関西文
化の日（19日（土）・20日（日））は
無料で鑑賞できます。 
▶ギャラリートーク（展示解説）
時 12日（土）、26日（土）午後２
時～ ※申込不要・要観覧券

虹のひろば 34回公演
東田（常世田）夏織＆安田美和子　
フルート＆オーボエデュオコンサー
ト
時 14日（月）午後７時開演 ￥一般
500円、高校生以下無料（全席自由）
モンゴル国立馬頭琴交響楽団
米子公演
時 12月16日（金）午後７時開演
￥ 一般4,000円 ( 当日500円増 )、
高校生以下2,000円  全席自由
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企画展「―米子郵便取扱所開設150
周年記念―米子の郵便・通信の歴史」
時 ～12月４日（日）￥ 一般 300
円（団体 250円）※ 19日（土）、
20日（日）は関西文化の日で無料
常設展
米子城の関係資料、昔の道具、鉄道
関係資料など ￥ 無料
民話のへや
４話、民具あれこれ 時 20日（日）
午後１時 30分～　語り：ほうき民
話の会

山陰歴史館
☎ 22－7161・ 22－7160
開 午前９時30分～午後６時
休 火曜日

童謡をみんなでうたう会
▶チャイルドコース 時 24日（木）
午前11時30分～正午 ￥ 無料 定 
親子10組程度（予約不要・当日先着）
▶木曜コース  時 24日（木）午前
10時30分～ 11時30分※今年度
の入会申込は終了しました。若干数
の当日参加可能。￥ 200円

※催しは入館料別途必要。（高校生
～ 70歳未満：310円、その他：無料）
第17回フェザーカービング展
「美しき野鳥の羽根」
時 10月31日（月）～ 27日（日）
※最終日は午後３時まで
第15回「バードカービング展」
～水鳥公園で生まれた木鳥たち～
本物そっくりな木彫りの野鳥を展示
します。時 ６日（日）～ 13日（日）
※最終日は午後３時まで
彦名水鳥ウォーク 2022
水鳥公園周辺の中海湖岸約 5kmを
歩きながら各所でクイズに答えま
す。時 ６日（日）午前９時～正午 
￥  無料 定  200人（受付：当日午前
９時～９時45分）集合：米子水鳥
公園第 2駐車場（粟嶋神社横）
手作り自然教室「鳥の羽根のブロー
チを作ろう！」
時 20日（日）午前９時30分～午後
２時 ￥ 500円 定８人（要予約、７
日（月）予約受付開始） 対小学生以
上 (4 年生以下は保護者同伴 ) 持ち
物：お弁当 ※汚れてもよい服装で
ご参加ください。
第15回こども自由研究発表会
時 27日（日）午後２時～５時 定 10
組20人（要予約、11日（金）予約受
付開始）



天体観測会「今世紀最大！？天王星
食の皆既月食」
時８日（火）午後７時30分～９時  
￥ 無料 定 先着６組20人（予約受
付：10月26日（水）～）
おはなしのへや
時 13日（日）午前11時～11時30
分 対 幼児～大人 ￥  無料
ままこん♪おしゃべり会
時 16日（水）午前10時～正午 ￥
無料
本棚をつくろう♪
時 19日（土）①午前９時30分 ②
午前10時 ③午前10時30分 ④午前
11時 ⑤午前11時30分 ⑥午後 1時 
⑦午後 1時30分 ⑧午後 2時
対 幼児～（小学２年生以下は保護
者同伴） ￥  無料  定 各回先着 4人
（予約受付：５日（土）～）
熟睡プラ寝たリウム
時 23日（水・祝）午後７時30分～
８時10分 ￥ 500円 対 大人 定  先
着40人（予約受付：９日（水）～）
だくちるおはなし会
時 26日（土）午後２時15分～２時
45分 対 幼児～大人 ￥ 無料
おもちゃの病院
時 26日（土）①午前10時 ②午前
11時 ￥ 無料（部品代実費）対 中
学生まで（幼児は保護者同伴）定 各
回先着３組（予約受付：12日（土）～）
木のおもちゃクラブ
もくもく初心者の日
時 30日（水）午前10時～正午 ￥
450円 対 大人 定 先着４人（予約
受付：16日（水）～）

※新型コロナウイルスの感染状況により催しが中止になる可能性がありますので、それぞれの主催者にご確認ください。

福市考古資料館
☎・ 26－3784
開 午前９時30分～午後５時
休  火曜日、４日（金）、24日（木）

淀江文化センター
☎ 39－4050・ 39－4051
開 午前９時～午後10時
休 水曜日（23日を除く）、24日（木）

児童文化センター
☎ 34－5455・ 31－1060
開 午前９時～午後５時
休 火曜日

常設展
市内で発掘された出土品を展示し、
原始古代の米子の様子を紹介。
企画展２　発掘された土の城
時～28日（月） ￥ 無料

ランチタイムレコード
「ピアフ・ライヴⅣ ボビノ '63」
エディット・ピアフ
時 15日（火）午後０時15分～１時  
￥ 無料
クニ三上トリオ・午後ジャズ
時26日（土）午後２時～ ￥ 3,000円
0 才からのジャズコンサート
時 27日（日）【午前の部】午前10
時 30分～、【午後の部】午後２時
～ ￥ 大人 1,700円、小学生以下
300円
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上淀白鳳の丘展示館
☎ 56－2271・ 21－5480
開 午前９時30分～午後６時
休 火曜日

企画展「米づくりの今
いまむかし

昔」
時 ～14日（月） ￥ 一般310円、
高校生・大学生160円、中学生以下
無料（常設展を含む）

プラネタリウム
※ 30日（水）は点検のため投影休止
▶２日（水）～ 19日（土）、28日（月）

▶ 20日（日）～ 27日（日）

①GOODNIGHT GOLDILOCKS
②ねずみと森のなかまたち　③ムー
ミン谷のオーロラ　④宇宙なんちゃ
らこてつくん　キッズ：「うお座の
物語」生解説：「月食について」
※ 20日（日）午前10時は④を投影
※団体枠は予約がない場合①を投
影。一般の方の予約は投影日の１週
間前から受け付け。￥ 小学生～高
校生50円（土日祝は無料）・一般
500円（その他割引あり）
読み聞かせボランティア講座
時 7 日（月）午前10時30分～正午 
対 大人 ￥  無料 定 先着 25人（予
約受付中）

10時 11時半 １時 ２時半 ３時 ４時

平
日 ―

団
体（
①
）

キ
ッ
ズ

― ③ ―

土
日
祝

生
解
説

②
キ
ッ
ズ

生
解
説

― ③

10時 11時半 １時 ２時半 ３時 ４時

平
日 ―

団
体（
①
）

キ
ッ
ズ

― ④ ―

土
日
祝

生
解
説

②
キ
ッ
ズ

④ ― ③
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米子市立図書館からのお知らせ

米子市立図書館（☎２２－２６１２　 ２２－２６３７）
開館時間　平日：午前９時～午後７時
　　　　　土・日・祝日：午前10時～午後６時
今月の休館日　毎週月曜日、30日（月末資料整理）

♦一般図書

サステイナブルに暮らしたい
地球とつながる自由な生き方

服部 雄一郎・服部 麻子／著　KTC中央出版

自然環境や資源を大切にするため
に、今、私たちが暮らしの中で何
ができるのか。自分らしく暮らし
を変える楽しみのヒントがつまっ
た一冊。

書店主フィクリーのものがたり
ガブリエル・ゼヴィン／著　早川書房

小さな島に唯一ある書店。幼い女
の子との出会いをきっかけに人生
が大きく変化する。偏屈な書店主
フィクリーと島の住人が本によっ
て繋がっていく心温まる物語。

今月のおすすめ図書
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催
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前
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﹈
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☆
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『大人のための 100選』講演会

ラテンアメリカ文学について『アレフ』、『百年の孤独』
の２冊の本を中心に語ってもらいます。
▶と き　11月19日（土）午後１時30分～３時
▶演 題　「大人のための100選 ボルヘス、マルケス
　ラテンアメリカ文学を読む」
▶講 師　大野秀さん
▶定 員　60人（要申込・先着順）
▶申込方法　図書館カウンター、電話、FAX
※申込受付中、定員となり次第申込を締め切ります。

♥児童図書

たからものみつけた !
くすのき しげのり／作　重森 千佳／絵
廣済堂あかつき

お父さんの誕生日のために集めた
木の実が嵐でどこかへ。困ってい
るりすくんと寄り添う動物たちの
優しさがつまったおはなし。

今西 乃子／著　合同出版

戦後間もない少年時代、多くの動
物たちとかけがえのない時を過ご
したのち獣医師となった鳥取県出
身・山根義久さんの自伝的物語。

昭和の犬ジョンとの約束
少年が獣医師になると決めたあの日

視覚障がい者とともに楽しむ朗読会
～読む 聴く 読書の多様なかたち～

▶と き　11月27日（日）午後２時～
▶対 象　ボランティア・一般市民（定員 50人）
▶申込み・問い合わせ
鳥取県ライトハウス点字図書館
（☎２２－７６５５　 ２２－７６８８）

『アレフ』ホ
ルヘ・ルイス・
ボルヘス／著、
鼓 直／訳、岩
波文庫

『百年の孤
独』ガルシア
= マルケス／
著、鼓 直／訳、
新潮社
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米子水鳥公園の指導員（レンジャー）が
日々の活動をご紹介！

コレクション展Ⅱ「人それぞれ」

　作品に描かれているのはどのような人物でしょうか？
　米子市美術館の約1,900点の収蔵品のうち、代表作である
前田寛治《裸体》は、昭和歌謡のブルースの女王・淡谷のり
子が19歳のときに前田のモデルになった作品です。
　このように、描かれた人物には「人それぞれ」の背景があ
リます。コレクション展Ⅱでは、作品に登場する「人それぞ
れ」を辿ったり、想像したりして、出会いを楽しんでください。
問米子市美術館（☎３４－２４２４、 ３３－０６７９）

会 期 10月30日（日）～11月27日（日）
水曜日休館（11月23日（水・祝）は開館）

　

皆
さ
ん
は
、
水
鳥
公
園
に
コ
ハ
ク

チ
ョ
ウ
が
最
も
多
く
集
ま
る
時
期
は

い
つ
だ
と
思
い
ま
す
か
。

　

10
月
上
旬
か
ら
渡
っ
て
く
る
コ
ハ

ク
チ
ョ
ウ
は
、
初
め
は
水
鳥
公
園

の
つ
ば
さ
池
を
夜
間
の
ね
ぐ
ら
に

し
て
、
昼
間
は
島
根
県
安
来
市
の
田

ん
ぼ
で
落
ち
穂
を
食
べ
て
暮
ら
し
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
安
来
の
田
ん
ぼ
の

一
部
に
水
が
張
ら
れ
る
と
、
多
く
が

ね
ぐ
ら
を
そ
ち
ら
に
移
動
し
て
し

ま
う
の
で
す
。
例
え
ば
、
園
内
に
約

５
０
０
羽
い
た
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
、

田
ん
ぼ
に
水
が
張
ら
れ
た
途
端
、
約

50
羽
ま
で
激
減
し
ま
す
。
そ
の
理
由

は
、
安
来
の
水
の
張
っ
た
田
ん
ぼ
を

ね
ぐ
ら
に
す
れ
ば
、
す
ぐ
隣
の
田
ん

ぼ
で
落
ち
穂
を
食
べ
る
こ
と
が
で

き
、
圧
倒
的
に
移
動
が
楽
だ
か
ら
で

す
。

　

田
ん
ぼ
の
水
張
り
が
早
い
年
は
、

コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
は
水
鳥
公
園
に
集
ま

る
前
に
安
来
へ
移
動
し
て
し
ま
い
ま

す
。
一
方
、
水
張
り
が
遅
い
年
は
水

鳥
公
園
に
続
々
と
集
ま
り
、
に
ぎ
や

か
に
な
り
ま
す
。
水
張
り
は
11
月
下

旬
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

園
内
に
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
最
も
集
ま

る
の
は
11
月
と
い
え
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の

ピ
ー
ク
が
い
つ
に
な
る
の
か
、
注
目

で
す
ね
。

米子水鳥公園

レンジャー通信

コハクチョウが最も多いのはいつ？

文／米子水鳥公園統括指導員　桐原 佳介

園
内
に
群
れ
る

コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ

安
来
の
水
張
り
田
ん
ぼ
に

群
れ
る
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
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米子市の人口と世帯数　令和４年９月末日現在（住民基本台帳による）　　※（　）内は前月比
人口 146,289人（－61人）　男性 69,772人（－54人）　女性 76,567人（－７人）　世帯数 68,586世帯（－４世帯）

多
様
な
農
業
の
形
を未

来
に
残
し
た
い

編
集
発
行
／
米
子
市
秘
書
広
報
課
　
〒
683-8686

米
子
市
加
茂
町
一
丁
目
１
番
地

☎
0859－

23－
5372　

kouhou@
city.yonago.lg.jp

　

丸
瀬
さ
ん
は
、
米
子
の
地
で
米

を
中
心
に
、
麦
、
大
豆
、
ご
ま
、

に
ん
じ
ん
な
ど
を
肥
料
や
農
薬
を

使
わ
な
い
自
然
栽
培
で
育
て
て
い

ま
す
。
ま
た
、
収
穫
し
た
農
作
物

の
加
工
品
の
販
売
や
、
農
作
物
を

使
用
し
て
作
っ
た
焼
き
菓
子
を
自

社
の
カ
フ
ェ
で
提
供
す
る
な
ど
の

六
次
産
業
化
に
も
取
り
組
み
な
が

ら
農
業
を
営
ん
で
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
農
家
で
は
な
か
っ
た

丸
瀬
さ
ん
。
就
農
に
至
る
ま
で
に

は
、「
も
の
づ
く
り
」に
対
す
る

模
索
の
道
の
り
が
あ
り
ま
し
た
。

市
内
の
高
校
卒
業
後
、
大
学
で
建

築
を
専
攻
す
る
た
め
に
上
京
。
そ

ん
な
中
、
よ
り
細
部
に
ま
で
関
わ

れ
る「
も
の
づ
く
り
」を
革
工
芸

に
求
め
、本
場
イ
タ
リ
ア
へ
。フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
で
約
４
年
間
か
ば
ん
な

ど
を
製
作
し
ま
し
た
が
、
そ
の
こ

ろ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
影
を
落
と
し
た

経
済
危
機
が
転
機
と
な
り
、「
も
っ

と
人
の
命
に
関
わ
る
よ
う
な『
も

の
づ
く
り
』が
し
た
い
」と
、
農

業
を
志
し
帰
国
し
ま
し
た
。
就
農

し
て
今
年
で
10
年
に
な
り
ま
す
。

　
「
広
い
土
地
で
営
む
欧
米
型
の

大
規
模
な
農
業
は
、
起
伏
に
富
む

日
本
で
は
地
勢
的
に
産
業
化
が
難

し
い
」と
、
六
次
産
業
を
取
り
入

れ
る
な
ど
小
規
模
な
農
家
で
も
自

立
で
き
る
形
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま

た
、「
他
の
多
く
の
産
業
が
時
代

に
合
わ
せ
て
変
化
し
て
い
る
の

に
、
農
業
は『
こ
う
す
る
べ
き
』

と
い
う
固
定
概
念
が
強
い
」と
疑

問
を
持
ち
、
日
本
で
は
ま
だ
少
な

い
有
機
農
業
を
実
践
し
て
い
ま

す
。「
農
業
も
色
ん
な
形
が
あ
っ

て
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
新
し
い

選
択
肢
を
未
来
に
残
し
た
い
」と
、

自
身
の
追
い
求
め
る「
も
の
づ
く

り
」を
農
業
で
実
践
し
ま
す
。

印
刷
／
東
京
印
刷
株
式
会
社

毎
月
１
日
発
行

今
月
も
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

広
報
よ
な
ご
が
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
ち
ま
す
よ
う
に
。

広
報
よ
な
ご
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農家
（小規模有機農業、六次産業）

丸
ま る せ

瀬 和
かずのり

憲 さん

米
子
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
い
る
人
々

主
に
５
㌶
の
田
ん
ぼ
と
２
㌶
の
畑
で

農
作
物
を
自
然
栽
培
し
て
い
る

お
か
き
や
ご
ま
油
、

も
ち
な
ど
の
加
工
品

や
焼
き
菓
子
を
作
る


